
【研究論文】

高校生か ら見た親 の期 待

親の伝えかた ・子どもの感 じかた

高 木 枝美子

1.問 題 と 目的

親 の子 ど もへ の 期待 は子 ど もの発 達 環 境 を決 定 す る

基盤(柏 木,1990)で あ る.親 の期 待 に は 、 子 ど もの

や る気 につ な が り、成 績 も 上が る とい うポ ジ テ ィブ な

面(東,1994)と 子 ど もの気 持 ち を無 視 して親 の価値

観で縛 る 「や さ しい 暴力 」(斉 藤,1996)と な るネガ テ

ィブ な面 とが あ る。 就 学 前 の 子 どもの しつ け にお い て

日本 の母 親 は 米 国 の母 親 に比 べ て、 暗 示 や 示唆 な ど問

接的 な方 略 で 、子 と情感 を共 有 す る こ とで い わん とす

るこ とを伝 え よ うとす る(東 ・柏木 ・ヘ ス,1981)傾

向がみ られ た。 一方 、 高校 生 を対 象 と した調 査(ベ ネ

ッセ教 育 研 究 所,1996)の 結 果 、過 半数 の 親 は 子 ども

を 「が ん ば れJと はげ ま し、子 ども か らみ た場 合 もや

は り親 の 過 半 数 は子 ど もへ の期 待 を 口に 出 して伝 え て

いる。 さ らに 、第3回 学習 基 本 調 査(ベ ネ ッセ 教育 研

究所,2002)の 結 果 、学習 の悩 み(高 校 生)と して 「親

の期 待が 大 きす ぎ る」は20.2%(1990年)→16.1%(1996

年)→12.3%(2001年)と 減少 して きてお り、勉強 に

関す る親 か らのプ レ ッシ ャー は低 下 してい る。 親 の 子

ども対す る期 待 の 内 容や そ の 強 さ、期 待 の伝 え か た と

子 ど もの感 じか たは変化 して きて い る と思 われ る。

柏 木 ・東(1977)の 母 親 にお け る幼 児 へ の発 達 期 待

に関 す る研 究 以 降 、親 の期 待 が 子 ど もへ 与 える影 響 に

つい て多 くの 研 究 が行 われ 、 最近 では 、 子 ど もか ら見

た親 の期 待 につ い て の研 究 も増 えて い る。 しか し、 子

どもが親 の期 待 に 自分 の 希 望 を投 影 して認 知 した り、

親が認 知 した 子 ど もの希 望 を 自分 の 期 待 と して支持 す

るこ とが あ るだ ろ うか ら、 一 方の み の 調 査 に は限 界 が

あ る。D.Rosenberg,L.Rosenberg,Farrell(1992)は 、ニ ュ

ーイ ン グ ラ ン ドのル ッソー 一 家 に数 年 に わ た るイ ン タ

ビユー を行 い 、父 娘 の 葛藤 の原 因 は 、 互 い の 「読み 込

み(read)」 とそ の挫 折 に あ る と分析 した。彼/女 らは 、

互 い に 自 らの意 図 を 明示 す る こ とを避 け な が ら、 相 手

の 意 図 を 「読 み 込む 」 こ とで 自 らの行為 を決 定 し、 互

い の期 待 に応 え よ う と した 両者 に 終 わ りの な い依 存 と

抑 圧 を招 い た(和 泉,2000)。 親 子 とい え ども相手 の こ

とをす べて 理 解す るの は 困難 であ る し、親 子 関係 は相

互 に影 響 しあい なが ら変化 して い く もの で あ る。

また 、青 年 期 の特 徴 は 家庭 にお ける対 立が 激 しい こ

とだ と世 間 一般 では 考 え られ て い るが 、親 子 が意 見 を

異 にす る問 題 が た く さん あ る一 方 、 全体 的 には親 子関

係 はむ しろ肯 定的 で あ り、大 多 数 の 家庭 では 世代 間 で

大 きな対 立が 起 こ ってい る とい う証拠 は な い。青年 は 、

対 人 関 係や 個 人 にか んす る問題 に つ いて は 両 親 と仲 間

の 両方 に相 談 す るが(Meeus,.;.)、 人 生 に お け る重

要 な 価 値 に つ い て は 両 親 か ら 取 り入 れ て い る と

Ochiltree(1990)は 指 摘 した(Coleman,2003)。

と ころ で 、親 の期 待 につ い て は 、 どん な期 待 をす る

かだ け で は な く、子 どもが どの よ うに認 識 す るか が重

要 で は な い だろ うか 。 これ ま で の研 究 の 多 くは、 親子

どち らか一 方 か らの分 析 に と どま って い る。 親 子 両方

の視 点 か ら研 究 を行 うこ とで 、親 の期 待 に っ いて の親

子 の認識 の 重 な りとずれ の 実態 が 明 らかに な るだ ろ う。

本研 究 では 、 高校 生 の 親 子 を対 象 に、親 子 独 立 したイ

ン タ ビュー 調 査 を行 い 、 得 られ た デ ー タ か ら、ま ず親

の期 待 につ い て の親 子 の認 識 の 重 な り とず れ を見 る。

そ して 、そ れ は親 子 に どの よ うな影 響 を もた らす のか

を検討 す る。 次に 、特徴 的 な ケー スにつ い てBaum血d

(1971)の 基 本 的 枠組 み に従 っ て 、親 の 養 育 態度 と期

待 との関 連 につ いて 考 察 を行 う。 最後 に 、親 が子 ども

に直 接 は っ き りとは 言 わ な くて も伝 わ る期 待 、す な わ

ち非 言 語 的 ・非 明 示 的 な期 待 メ ッセ ー ジの 伝 達 につ い

て検討 す る。
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2.方 法

(1)調 査 対象 者

大阪 府在 住 の高 校生 の親 子35組[親:父7・ 名、母29

名 子:男17名 、女18名(1年17名 、2年12名 、3

年6名)]

(2)調 査項 目

① 子 どもへ の質 問

(3)手続 き

上記 の内容 に つ いて 親 子別 々 に 半構 造化 面接 を行 っ

た。 面接 中は 流れ に応 じて質 問の 順 番 や 内容 を変 化 さ

せ た。 イ ン タ ビュー は 許 可 を得 て 録 音 した。 分 析 に あ

た っ て録 音 した会 話 をテ クス ト化 し一 次資 料 と した。

一 次 資料 を親 子 ご とに会 話 を表 に ま とめ 二次 資 料 と し

た。 二次 資 料 よ り会 話 を質 問 ご とに表 に ま とめ、 三次

資料 と した。

1家 族構成

2親 は どのよ うな人ですか。

3あ なたが小さい時、親は どんな期待 を していま した か。

4現 在 、親はあなたに どんな期待 をしてい ますか。

5ど んな時 ・場 面で、 どんな形で、期待 を感 じますか。

6親 が言 ってい ることと、本 当にあなたに期待 しているこ

とが違 うと思 う時が あ ります か。それは どんな ことです か。

また、 どんな時 に感 じます か。

7親 が考 えて い るあなた と本 当の あなたは違 うと感 じるこ

とがありますか。

8親 か らの期待 に どの程度応えてい ると思い ます か。

9親 か らの期待 を垂荷 に感 じた り、 それ か ら逃れた い と思

うことはあ ります か。

10き ょうだいや 家族関係の なかで 自分に対す る期待が他 と

は違 うとか薄 いとか感 じるこ とはあ りますか。

11友 人 と比べ て、親 のあ なたへの期待は普通 だ と思い ます

か。

12親 か らの期待 は、 どのよ うに影響 していますか。

13親 は どの よ うな存在 です か。

3.結 果

(1)親 の 期 待 に つ い て の親 子 の 認識 の重 な りとず れ

質 問 ご とに 、親 と子 ど もの認 識 が 一 致 してい る もの

を 「一致 」、 一致 しな い もの を 「不一 致 」、部 分 的 に 一

致 しな い もの を 「一 部不 一 致」 と分類 した。

① 一 致

(a)一 致 ケー ス0

親 の期待 は どの よ うに影 響 して い ます か?

②親への質問

1家 族構成

2お 子 さんは どの ような人ですか。

3お 子 さんが小 さい時、 どんな期待 をしてい ま したか。

4現 在 、お子 さんに どんな期待 を期待 して います か。

5ど んな時 ・場 面 で、 どん な形で 、期 待は伝 わ ってい る と

思 いますか。

6あ な たの期待 が 、素直 にお子 さん に伝 わ っていない と感

じる時はあ りますか。 それ は どんな ことです か。 どの よ う

に歪 めて感 じている と思 いますか。それは なぜ だ と思い ま

す か。それ を感 じるのはどんな時ですか。

7お 子 さんの本 当の姿を どの程度理解 で きてい る と思い ま

す か。

8お 子 さんはあなたの期待に どの程度応 えていますか。

9あ なたの期 待 が子 どもに とって重荷な のでは ないか と不

安になるこ とは あ りません か。

10き ょ うだ いや家族関係 のなかで、お子 さんに対す る期待

が他 とは違 うとか薄い とか感 じることはあ りますか。

11友 人と比 べて、あなた のお子 さんへ の期 待は普通だ と思

い ますか。

12あ なたの期 待は、お子 さんに どの よ うに影響 してい る と

思い ますか。

13お 子さんは どのよ うな存在ですか。

0女:(親 が)応 援 して くれ るこ とで頑 張 ろ うと思 える こと

が、成長だ と思 うんですよ。 あの二人に育て られ たことで、

親 として の愛情 は学べ たんで す よ。 自分の子 どもにこ うし

て接 して あげ られ た らな あと、理想 とな ってい るんで。母

は 常識 的 な客観的 な意 見を言 った り、ああそ うか とい うこ

とが よくあるんですよ。

0母:私 は あの子 に関 して子育 てのプ ロや と思 ってます。細

か いこ とまで正確 に分 かって い るわ とい う気 侍ち があ るん

で。 それ で適切 な時期 に適切 な ことを言え てい ると 自分で

は 思って いるん で。 頼 って くれ てい る時が ある ことが 自分

では分か るん です。

親 子 とも、自分 た ちは理 想 的 な親 子 だ と感 じて い る。

子 ど もは、親 の期 待 を励 み に感 じて い る。 母 は 、子 ど

もに関心 をも ち、子 育 てに 自信 を もって い る。

(b)一 致 ケー スC

友人 と比 べ て 、親 の期待 は 普通 です か?

C女:う ちのお母 さんはそんな に期待 しない人 なんかな。 と

言 うか、 出せへ ん人 なんかな とは思 ってい る。そ んな に子

どもに色ん なこ と望 まない とい うか。"み んなが 自分で見つ

けた道 を好 きなよ うに生 きた らい い"と 思 って るんで。私

が、お母 さん が期 待 して るや ろな って思 うくらい は期待 し

てい ない のかも しれないですね。

C母:弱 い んちゃい ます?「 もっと期 待せ えJっ て言われ

るんです。娘 に。 「あんたな んかに期 待 しても しゃあ ない ん

ちゃ う」 「はよ一 人にな りたい」 って言 うた ら、 「変わ った

親や なあ」って言われてんけ どね。

大きな期待はしていないという認識で親子は一致し
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てい る。 子 ど もの 「自分が 思 うほ ど母 は 期待 して い な

い」 とい う認 識 は、 「期待 され てい る と感 じてい たい 」

とい う思 い の 現 れ か も知 れ な い。 この エ ピ ソー ド以 外

で、子 どもは母 をr親 友み た い な感 じ。何 で も言 える。」

存在 、母 は 子 ど もを 「と こ とん話 し合 う。 娘 には そ ば

にいて ほ しい。 い つ ま で も友 だ ち感 覚 でい た い。1存 在

として いた。

②不 一致

(a)不 一致 ケー スJ

子:親 が 言 うこ と と本 当に期 待 して い る こ とは違

う と思 うこ とが あ ります か?

親:期 待 が子 ど もへ 素 直 に伝 わ っ て いな い と感 じ

る時 は あ ります か?

J男:親 か ら言われ るの は本心 だ と。一応 分 かるん ですけ

ども、タイ ミン グが悪か った り、弟 とケン カ した後 に言わ

れるので、イ ライ ラ しちゃ うんです。

J母:「 あなた にはあな たの人生が あるんやJと 言 うと 「ど

うせ僕 は勉 強で けへ ん し」 「弟 と比べ られ て ど うのこ うのJ

と言 った こ とがあ って、"あ れ?ち ょっ と違 って伝 わってる

な"と 感 じたこ とは あ ります。

子 どもは親 が 言 うの は本 心 だ と受 け とって い るが 、

母は 自分 の期 待 が 意 図 とは 違 う意 味 で子 ど もに伝 わ っ

た こ とが 意 外 で あ った。 この エ ピソー ド以 外 で 、子 ど

もは 「親 子 関 係 を 悪 く した くな い。 言 い た い こ と も言

えな い こ とが あ る。」 「親 よ り友 達や お 祖 母 ち ゃん に本

音をぶ ち まけ る。 親 へ の不満 が 多 い。」 と母 に対 して遠

慮や 不満 があ る。 一 方 、母 は、 「本 音で 話 して しま う」

「頼 りに し、 相 談相 手 として も安 心 して話 の で きる 息

子 」 と信 頼 を よせ てい た。

(b)不 一致 ケー スL

き ょ うだ いや 家 族 関係 のな か で の 期待 の違 い は

あ りますか?

L女:姉 はや りた い ことに向 かって進 んで行 って る。 私は

何 も決 めてない か ら、早 く決 め、みたいな。(妹 弟 と比べて

期待は)別 に変 わらん と思 う。

L母:違 いはあ りますね。差別す るのは良 くないのですが。
一番期 待 してい るのは 一番 上 の子かな

。 一番上 の子 は手が

か かる し、一番心配 す る し。L女(二 女)は そ れ を見て育

っていて、 間違い な く生きて いける と思 うんで す よ。 親が

思 ってい るよ うな 大人 、社 会人 にな って くれそ うな気 がす

るんです。 三番 目の子 が中1で 難 しい んです よ。 父親 が三

番 目の子 を可愛が って 、私 が厳 しくす る と、余計 にお 父 さ

んのほ うが甘 くて ….今 度 は、私が 四番 目の子に甘 くて、

父親 が厳 しくて。

母は子どもそれぞれに対 して期待に違いや差がある

が、子どもはその違いを感じていない。

③一 部 不一 致

(a)一 部 不 一致 ケー スA

親 の期待 を重荷 に感 じる こ とはあ ります か?

A男:重 荷 ではな い。 あん ま り言 われな いので絶 対期待 して

い ない と思 うし、言 われ ないか ら逆 に ちゃん と しない とい

けな いと思 います。

A母:神 経 質で、入試 の時期 に 「心臓が痛い」 と言 って、医

者 へ行 った ら異常な くて、精 神的 な もの で。 負担 があ るの

は それで 分か るかな。 神経質 だか らあま り本 人に は(期 待

を)言 わ ない でおこ うと。本 人は感 じて いるのか もしれな

いけ ど、あま り言っていないつ もり。

期 待 を あ ま り言 わな い とい うこ とでは親 子 で一 致 し

てい る。 しか し、親 が 期 待 を言 わ ない理 由 につ い ての

認 識 が 親 子 でず れ て い る。 母 は 息 子 が神 経 質 で負 担 に

感 じるだ ろ うか ら言 わ な い でお こ うと気 遣 って い るの

を、 息 子 は 言 われ な い か ら期 待 され て いな い と思 って

い る。 さ らに 、言 わ れ な いか らち ゃ ん と しよ うと自覚

して い る。

(b)一 部 不一 致 ケー スH

親 の期 待 は どの よ うに影響 して い ます か?

H女:親 が強制せ ず、親 のや りたい よ うに しないで くれ てい

たか ら、今、 自分はや りたい ことを見つ けて出 来てい るの

で、 そこが大 きい。

H母:子 どもが、決 めかね てど うした らいいのか、本 当にこ

れ でい いのか 、 とい う迷い のよ うな もの があ った時、私た

ちはあ えて引 っ張 らなか ったが、今 思 えぱ、反対 に しん ど

か った か もしれ ない。 漠然 と今は とりあえず 一生懸 命や っ

た ほ うがいい とい うの がアバ ウ トす ぎて、"私 は何 をすれば

い いのよ"と 本 人は思ったか もしれない。

親 の期 待 を 子 に強 制 しな か っ た とい う認 識 で親 子 は

一致 して い る
。 子 どもは 、そ の お か げ で今 や りた い こ

とを 出来 て い る と満 足 して い るが 、 親 は子 どもを リー

ドしなか った こ とを反省 してい る点 はず れ てい る。 他

のエ ピソー ドと して 、 この親 は 子 ど も 自身 が 決 め るま

で待 ち、決 め た こ とは 支援 す る とい う姿勢 を、子 ども

の幼少 時代 か ら一貫 して とって い る。

(2)親 の 養育 態度 と期待

:.(1971)考 え方 で は親 の養 育 態度 は4っ に
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分 類 され る。 「権 威 主 義 的 な 親(authoritarianparents)」

は 子 ど も を 服 従 さ せ 、 罰 を 与 え 、 思 い や りが ほ と ん ど

な い 。 「権 威 の あ る親(authoritativeparents)」 は 温 か い

が 、 論 理 的 に 確 固 と した 指 導 を し、 子 ど も の 自立 を 促

す 。 「許 容 的 な 親(permissiveparents)Jlま 、 温 か い が あ

ま り規 範 を も た ず 、 子 ど も を 縛 っ た り罰 を 与 え た り し

な い 。 「拒 絶 ・無 関 心 の 親(rejecting-neglectingparents)」

は 子 ど も を拒 絶 し 、 自立 を 奨 励 しな い 。

今 回 は この うち3タ イ プ の み が 想 定 さ れ た 。

① 権 威 主義的 な親 一ケー スAC母 ・子 一

養 育 態 度は 下 の(b)の よ うな特 徴 を示 し、 「権威 主 義

的 な 親Jの 態度 に典型 的 な特 徴 を もつ と判断 した。

(a)家 族 構成

母(栄 養 士 、40歳 代)、 娘(私 立 高校 普通 科看 護 医

療 コー ス1年 、看護 士 志 望)(父 は婚 姻 関係 に な く週

1回 会 う)

(b)養 育態 度 と子 どもの態 度

母 が 子 ど もを押 さ えつ け て育 て 、 影 響力 が 強 い。

勉 強 な どが 出来 ない と、怒 鳴 り、 叩 き、罵 りな が ら

怒 る。 子 ど もは黙 って泣 くだ けで 反 抗 しない 。 そ の

子 ども の態度 に 母は ます ます 激 高 す る。 期 待 の 実現

の た め 、母 は進 路 に つ い て干 渉 し、 子 どもに は任 せ

な い。 子 どもが 習 い事 をや めな い の は 、母 に 見捨 て

られ た くな い か らだろ う と母 は考 えて い る。

(c)親 の期待

母 は 、看 護 士 にな って ほ しい とい う期 待 を小5か

ら 日常 的 に言 い 続 け 、そ れ を子 ども の希 望 にす り替

え るた めに、 「あんた が選 ん だ んや ろ」 と言 うよ うに

してい る。 母 は 、進 路 に 関 して子 ど もは100%期 待 に

応 えて くれ た 、 期待 は 重 荷 で は な い と感 じて い る。

子 ど もは 、 母 の期 待 に そ っ て進 学 して い る。 しか

し、勉強 面で は母 の期待 に応 え られ てい ない と思 い 、

期 待 を重荷 に感 じる時 が あ る。

(d)親 ・子の存 在

母 は 子 ど もに つい て 、 親 の言 うこ とを 素直 に聞 く

が 、行 動 に は結 びっ か な い 、言 わ れ な い と何 も出来

な い と思 って い る。 子 ど もを愛 お しく、 いな い と寂

しい存在 と感 じてい る。

子 ど もは 、親 を大切 な 存在 で あ る と思 って い る。

②権 威 の あ る親 一 ケー スY母 ・息 子 一

養 育態 度 は 下 の(b)の よ うな特 徴 を 示 し、 「権 威 の あ

る親 」 の態 度 に典型 的 な特徴 を もつ と判 断 した。

(a)家 族構 成

父 ・母(と もに 自営 業 、40歳 代)、 姉(大 学2年)、

弟(調 査 対象 者。 私立 高校 国 際科1年 、軽 音 楽部 、 ミ

ュー ジ シャ ンま たは アイデ ィアを 活か せ る仕 事志 望)

(b)養 育態 度 と 子 どもの態度

親 は 日頃 か ら、 自分 の意 見 を もつ よ うに と、 子 ど

も に話 して い る。 音楽活 動 を して い る子 どもに 、節

度 を もって 資源 を提 供 して い る。

子 ど もは親 につ い て 、間 違 い は怒 り、 良 い 方 向に

導 い て くれ 、父 は 子 どもの 興 味 を 引 き出 し、 自ら考

え る大切 さ 、本 当の意 味 で の学 習 を教 え て くれ た と

感 じてい る。

(c)親 の期 待

親 の期 待 は 、健 康 で ある こ と とちゃ ん と した社 会

人 に な る こ と。 それ は 親 の 責任 で あ る0父 母 の信念

は 、 自分 で決 め られ る人 間 にな る こ と。 親 が常 に言

っ て い る こ とは分 か って い る とい う意 味 で は 、期待

に応 えて くれ て い る。 将 来 につ い て 自分 の意 志 で決

めて進 む とい う意 味 では 、ま だ これ か らであ る。

子 どもの感 じる親 の 期待 は 、 自分 で考 え て意 見 を

もつ こ と。 勉 強 に も仕事 に も興 味 を も ち 、 自 ら楽 し

さ を見 い だす こ と。親 の期 待 に応 え る こ とが で きた

ら、 大 人 に な った とい うこ と。 今 は ま だ、 親 に 育て

られ て い るの で 期 待 に応 え る とい うこ とは 完壁 には

で き ない。

(d)親 ・子 の存在

母 は 、子 ど もに 納得 の い く人 生 を送 って ほ しい と

思 って い る。 子 は 、親 を尊敬 の 対象 と して い る。

③ 許容 的 な親 一 ケー スAE母 ・娘 一

養 育態 度 は 下 の(b)の よ うな特 徴 を示 し、 「許 容 的 な

親 」の 態度 に典 型 的な特 徴 を もつ と判断 した。

(a)家 族構 成

父 ・母(と もに 自営業 、40歳 代)、 娘(私 立高 校普

通科3年 、保 育 士志 望)

(b)養 育態 度 と子 どもの態度

母 は、 子 どもの 頃 に か ま って や れ な か った か ら、

何 も出来 な い子 ・しな い子 に な った と思 って い る。
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母 は 子 ど もが 小 さい頃 か ら、 した い と言 う ことを 次

々 させ てや る。 不 登校 が ちな 子 ども に合 う高校 を探

し、大 学 も卒 業 すれ ば、 取得 した 資 格 で 就職 しな く

て も良 い と考 え て い る。 子 ど もが 親 に 当た っ て も、

大 目に見 る。 母 は 、知 人 に も子 ど もに も 「甘い 」 と

言 われ る。 子 ど もは、 家 族 よ り自分 が 上 の位 置 に い

るつ も りだ と感 じてい る。

子 どもは 、親 が期待 を言 わな いの で楽 だ った。

(c)親 の期 待

母 は 、 子 ど もの した い よ うに させ てや りたい 、 あ

れ これ 言 わな くて も、子 ど もは分 か ってい る だろ う、

ガ ミガ ミ言 うの は嫌 だ と考 え てい る。 子 ども と衝 突

した時 に、 親 が 思 わな い こ とを子 ど もは感 じて 、重

荷 だ った のか と感 じる。

子 ど もは 、機 嫌 が 悪 い 時 に親 か ら学校 に行 くよ う

に言 わ れ る と、鯵 陶 し く思 い 反 発 す る。 学 校 に行 く

こ とで 、 期 待 に応 えて い る と思 う。 や りた くな い こ

とをや れ と言 われ る と、や る気 を 喪 失す るが 、助 け

て も ら うのは あ りがた い。

(d)親 ・子 の存在

母 は 、子 どもは 宝物 で 、 上 手 に 育 て るの は難 しい

と感 じて い る。 子 は 、父 を違 う世 代 で話 せ る人 、母

を安心 して しゃべれ る人 と感 じて い る。

i 1

(3)親 の期 待 の 非 言語 的 ・非 明 示 的 表 現 に よ る伝 達

イ ン タ ビ ューデ ー タか ら、 非言 語 的 ・非 明示 的 な期

待 メ ッセ ー ジを抽 出 し、 内容 ご とに分 類 した 。

①子 どもが感 じる期待 メ ッセ ー ジ

(a)ニ ュー スな どの 話題

Y男:テ レビとか を見て、f何 も 自分の こ とを考 えず に生き

て るのは あかんな 」 って言 うんです よ。 そ う言 うってこ と

は 、僕 には そ うい う人 になっ てほ しくない とい うこ とじゃ

ないですか。

世の中の出来事についての親の考えにふれ、それを

親が自分に期待する行動や生き方として読み替えるこ

とがあるようだ。

(b)自 分の夢や目標に対する支援

B弟:テ ニスの予 選で優勝 して、本選会行 ったんです けど、

「すごい」 とか言われて、そ の時 に(期 待 を)感 じま した。

ち ょっ と頑張 らない とい けないな 、と思 います。

ク ラ ブ 活 動 等 に親 が 共 感 や 応 援 して くれ る こ とか

ら、親 の期 待 を感 じる ことがあ るよ うであ る。

(c)学習 面 での 支援

F女:高 い勉強机買 って くれてた時 、一生 ものや な って。 普

通の机 でよかったんですけ ど。期 待 して るんかな って。

AE女:大 学 の話 、 ウチ よ り先 に調べ てた り。 や っぱ り協力

して くれ るんやな、イ コール期待みたいな感 じです ね。

親 が 学 習環 境 を整 え て くれ る様 子か ら、期 待 を感 じ

るこ とが ある。

(d)き ょ うだい へ の態度

D男;兄 ちゃんが定職 に就かないの を怒ってたの を横 で聞い

てた んで。 それ にはなった らあかんな あと思いま した。

上 の き ょ うだ い に親 が 注意 す る の を見 て 、間接 的 に

自分 への 期待 を推 測す るこ とが あ るよ うだ。

(e)家 族 の様 子

AF兄:母 の仕事 、肉体労 働で しん どいので、 そ うい う仕 事

をせ んでい い よ うに資格 とって、 弁護 士 とか そ うい う仕事

や った ら体 も使わ んで も、頭だけ使 えた らで きる し、収 入

もそ こそ こある しみ たい な。 年齢行 くにつ れて しん どくな

るか ら、たぶん肉体労働はや って ほ しくない と。

親 が 辛 い と感 じる こ とを子 ども には させ た くない と

か 、親 の で き なか っ た こ とを子 ど もには させ てや りた

い とか い う気持 ちが子 どもに は伝 わ る よ うだ。

(f)他の 人 との会話

G女:ウ チが(高 校 を)受 けにいって る時 にお母 さん がお百

度 を したの をお父 さんが さ りげな く言 って。 それ を聞い て

ガ ミガ ミ言ってたの も、"あ あほんま にや ってほ しか った ん

や な あ"と 思 って。

親が陰で自分のためにした行動を人から聞いて、親

の期待を感 じることがある。直接言われるより、間接

的に知ることで素直に受け入れられる場合もある。

②親 が伝 え る期 待 メ ッセ ー ジ

(a)ニ ュー ス な どの話

N父:テ レ ビを見 て も、 「や っぱ りこ うい う技 は盗 まん とあ

かん よな あ」 とか、僕 が独 り言をい うわ けです よ。 そ うい

うの が入ってるん じゃないですかね。

親がテレビ番組について話 した意見が期待 として伝

わったかもしれないと考えている。
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(b)子 どもの夢や目標に対する支援

0母:あ の子 が起 きる前 に父親がサプ リを調合 して、昼の分

を入れ てあげて。 「自分 で さし」って言 うてるんです けど。

自分 がや ってる とは言わな い んです。私 がやっ てる と娘 は

思ってい るか もしれない ですね。

クラブ活動等の子どもの目標を応援 している親の様

子から期待を感 じるだろうと思っている。

(c)学習面での支援

B父:親 としては 子 どもの希望 を叶えて あげた いか ら、環境

を作 ってや った り、 手伝 ってや った り。そ うす る うちに、

や って るこ とを期待 と思われ る場合は あるか も しれ へんね。

例 えば 「勉強 が分か らん」 と言 った ら、 「教えた ろ」 とな る

し、教 えられへ んよ うになってきた ら、「じゃあ塾行 くか?」

とな るか ら、逆 に"勉 強せ なあかん"て い う期 待 に変 わ る

可能性 は高いわな。

学 習 面 にお い て親 が 支援 す る うち に、親 の 期待 と し

て子 ど もは捉 える か も しれ ない と考 えて い る。

(d)き ょ うだい へ の態 度

D母:兄 姉 を見て、親の 姿勢 も分か ってたで しょ うから。 自

分 にはそ んなに大 きな期待 か けてない ってい うのは分 かっ

て たん ちゃ うか なって思 い ます け ど。 自然 に分 か るん ちゃ

うかな と思い ます よ。 兄姉 を見てればね。

上 の き ょ うだい へ の親 の対 処 を 下 の子 ど もが見 て 、

親 の 期 待 を推 し量 る こ とが あ るだ ろ うと考 え て い る。

(e)家 族 の様 子

S父:子 どもは親 の背中 を見て育ってほ しい、常々そな い思

て るよ。子 どもは どんな風に思 てるか知 らんで。僕はPTAも

や り、地域 もや り、色んな 所 で色んな活動 をや って きま し

たや ん、今ま で。僕 は悪い こ と一 つも してない し、皆 さん

の役 に立っ よ うにや っ とるか ら、その背 中を僕は 見て ほ し

い だけで、子 どもにああせ 、 こ うせ は一切 言わな い。 それ

と夫婦 仲 良 うね。 これが一番 基本 や と思 うんよ。 夫婦 が課

い ばっか りしとってね、子 どもがええな るわけな いて ね。

何 に も言わんで も分かって くれ ると思 う。

家 族 の 行動 を通 して 、期 待 が子 ど も に伝 わ るの で は

ない か と感 じて い る。

(O他 の人 か ら聞 いて

B父:懇 談の時 「(OO高 校 に)行 か したい と思っ てます」

ぐらいは言 った と思 う。結構 本人 もそ うい うのは感 じてい

た ん じゃないかな と思 う。

懇談会での先生と親の会話の内容から親の期待を子

どもが感じたのではないかと思っている0

4.考 察

本研究では、高校生の親子の各視点から親の期待 と

その伝えかた、感 じかたについて検討を行った。

親の期待についての親子それぞれの認識がずれてい

ることは必ず しも問題ではなく、場合によっては、ず

れていても平穏な家族関係を維持できることがあると

分かった。子どもが親との関係に満足している場合、

子どもは親の言葉をネガティブに解釈 しせず、親の期

待は子どもの励みになるなどの良い影響をもたらすと

思われる。一方、親との関係に不満を抱えている子ど

もは、親の意図を深読み してネガティブな解釈をする

ことが示された。これ らを総合すると、子どもが感じ

る親子関係の質は、親の期待についての子どもの認識

に影響を及ぼすと考えられる。

また、親が期待が子どもにとって重荷になるのでは

ないかと心配 したり、期待を押 しっけないよう配慮を

する一方で、子どもは親の期待を重荷ではないと感じ、

むしろ励みになったり、嬉しいと感 じていることもあ

る。子 どもが親の期待を肯定的に捉える要因として、

子どもに対する親の理解 ・支援、親子の目標や価値観

の一致、生活面や 目標に向けて努力しようとい う子ど

もの自覚、良い親子関係があるのかも知れない。これ

らとは逆に、もっと子どもの学習や進路に積極的に介

入すれば良かったと反省する親もいるが、子 どもは不

満には感 じていない場合もある。この要因は、子ども

の決定を支援する親の一貫した姿勢や親に対する信頼

感にあるのかも知れない。また、子どもに強い期待を

かけない親に対 して、子どもはもっと期待 してほしい

と感 じる場合もある。親の期待を重荷になるものとし

て子 どもが捉えないのは、互いに遠慮することなく話

ができる親子の関係性が基盤にあるからかも知れない。

よって、親は高校生とは難しい時期だと思いこんだり、

子どもとのや りとりについてむやみに不安になる必要

はないのではないだろうか。だが、家族や周りの配慮

が必要な場合もある。子どもの目標 と親の期待が異な

り、親の期待に応えることはできないと子どもが感 じ

る時は、親子が しっかりと話し合い、親はその期待を

見直 して子 どもの目標 と折 り合いをつけ、引き続き子

どもに助言や支援をすることができるかどうかが、そ

の後の親子関係の質を左右するのではないだろうか。
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二れ らを総 合 す る と、親 の 期 待 につ い ての 子 どもの 認

識は 、子 どもが感 じる親 子 関係 の質 や 親 の養 育態 度 に

影響 され る と考 え られ る。 子 ど もの 適 応 には子 ど もが

親 との 関係 や 親 の 態度 を どの よ うに認 識 して い るか が

鍵 とな りそ うだ。

親 の養 育 態度 と期待 にっ い て、 「権 威 主義 的 な親 」 の

期待 は、 将 来 、子 どもが 経 済的 に不 自由 しな い よ うに

とい う親 心 に よ る も の では あ るが 、 子 ど もの意 志 は全

く尊重 され て い な い期 待 で あ る。 子 ど もは 、親 に従 順

ではあ るが 、親 が いな い場 で は、 自分 ひ と りで や りと

げ られ な い こ とが あ る。 ま た、 親 は 期待 が子 ど もに と

って重 荷 に な る とは思 っ て いな い。 しか し、 子 ども は

重荷 に感 じる時 が あ る。 「権 威 主 義的 な親 」 は 、子 ども

の将 来 の職 業 につ いて も、子 ど もの希 望や 適 性 を無 視

した期 待 を押 しつ ける とい うことが考 え られ る。また、

親は 子 ども の進 路 選 択 の動 機 を"親 がす す め た"で は

な く"子 どもが 選 ん だ"に す り替 え よ う とす る 可能 性

が見 い だ され た 。 そ うす る こ とで 、親 は 「あ な たが 選

んだ の だ か ら」 と子 ども に責任 を感 じさせ る あ るい は

転嫁 す る こ とが で きる。 そ の結 果 、 子 ど もは 自分 の 本

当の 目標 を見 出 せ な くな るの で はな いか 。 今後 、 子 ど

もは 自分 が 何 を した いの か 、何 をす る必 要 が あ るか を

自覚 し、 親 は 子 ど もの意志 や 適 性 を考 慮 して期 待 を 見

直す 必要 が あ るだ ろ う。

「権 威 の あ る親 」 は 、 子 どもの 将 来 に 関心 を もち な

が ら、干 渉 しす ぎず に見 守 って い る。 「権 威 の あ る親 」

は、子 ど もの 将来 の職 業 につ い て 強 制す る よ うな期 待

はせ ず 、 子 ど もの意 志 を 尊重 しな が ら、親 の職 業観 も

伝 え る とい う こ とが 考 え られ る。 そ して 、子 ど もは親

の期 待 を 真摯 に受 け止 め 、 自分 の 決 め た道 を進 も うと

す る と考 え られ る。 「権 威 の ある親 」 は 、子 どもに適 切

な期待 をもつ よ うだ。

「許容 的 な親 」 は 、子 どもの好 き な よ うに すれ ば 良

い と言 うが、 子 ど もが 目標 を もっ て学 ぶ こ とを支 援 し

よ うとす るわ けで は な い。 子 ども は親 か ら強 い期 待 は

言われ な いか ら気 楽 に感 じて いる。 「許 容 的 な親 」は 、

はっ き り と した期 待 を子 ど もに は示 さず 、積 極 的 に 自

立を促 そ うと して い ない と考 え られ る。 子 どもは 、将

来の 目標 に つい て も親任 せ に して しま う可 能性 が あ る。

事例 では 、 父 の影 響 につ い て は っ き りしな いが 、父 は

子 どもに 意 見 を して子 ど も と衝 突 し、 母 は父 に意 見す

る様 子 が うか が え るの で 、実 際 に は親 の期 待や 子 ど も

の感 じか た は もっ と複 雑 な もの か も知 れ な い。

期待 に つ いて の非言 語 的 ・非 明示 的な伝 達 につい て 、

親 が 期待 を 間接 的 を伝 え よ うとす る背 景 には 、あ ま り

言 うと子 ども の負担 に な るの で は な いか とい う配 慮 、

子 ど もは親 の気 持 ち を言 わ な くて も酌 ん で い るだ ろ う

とい う考 え 、子 ど もは親 の背 中 を 見て 育 つ もので あ る

とい う信 念 な どが あ り、非 言 語的 ・非 明 示 的 な表 現 を

用 い るの には さま ざ ま な理 由 が あ る こ とが分 か っ た。

また 、親 が 伝 え よ うと意 識 して い ない期 待 を子 どもは

察す る こ とが あ る と判 明 した。 例 えば 、成 績 が 上 が っ

た 時 に親 が 喜 ん で い る姿 や 、試 合 を応 援 して くれ る様

子 を 見 て子 ど もは親 の期 待 を感 じる こ とが あ る。 非 言

語的 ・非 明 示 的 な メ ッセ ー ジ の内 容 と して は、生 き方

・学 習 ・部 活動 ・進 路 な どが あ った
。 非 言 語 的 ・非 明

示 的 な メ ッセー ジが 伝 わ る状 況 と して は 、マ ス コ ミな

どで 取 り上 げ られ る話題 につ い て の 意見 、 子 どもの 目

標 ・学 習 に 対す る協 力や 支 援 、 き ょ うだ い や 他 の家 族

の様 子 、 第 三者 との 会話 な ど 日常 の さま ざ まな場 面 が

上 げ られ た。 よ って 、非 言 語 的 ・非 明示 的 な 親の 期待

メ ッセ ー ジ の伝 達 は 、親 一子 の 二者 間 だ け で な く、家

庭 や 学 校 、社 会 な どあ らゆる 文脈 でい ろい ろ な人 を巻

き込 ん で行 われ る こ とが 明 らか とな った 。 ま た、 非言

語 的 ・非 明示 的 な期 待 メ ッセー ジ は、 子 ど もに とっ て

励 みや 支 え にな り うる こ とが分 か った。 ま た 、は っ き

りと言 うよ りも、期 待 を素 直 に受 け入れ られ る こ とが

あ る と分 か った。 しか し、そ の効 果 を 意識 して 、親 が

非 言語 的 ・非 明 示的 な表 現 を用 い るの か ど うか ま では

分 か らなか った。 ま た、子 ども と って重 荷 にな る非 言

語的 ・非 明示 的 な表 現 は見 出せ なか っ た。

本 研 究 で は 、子 ど もの 心が よ く分 か らない と不 安 に

感 じる親 の 姿 が 見 られ た。 一 方 、 親 の気 持 ちを違 う意

味 に解 釈 して傷 つ い て い る子 ど もは いて も、親 の 心 が

よ く分 か らない と悩 む子 どもは 見 られ なか っ た。 しか

し、 本 研 究 の調 査 協力 者 では 見 られ なか った 、 あ るい

は この イ ン タ ビュー の 中 では 引 き 出せ な か っ たの か も

しれ な い。 実 際 に は親 の 顔 色 を うか が う不安 な高校 生

が い るはず で あ る。 学 校 現 場 にお い て支 援 が必 要 な生

徒 は この よ うな タイ プの 子 ども で あ る。 今 回 の調査 で

は 、対 象者 の 特性 を限 定せ ず 、高 校 の種類 、親 の職 業 、

学 年や 性 別 等 が 多様 で変化 に 富ん だ幅 広 い 協力者 が集
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まった。しか し、結果的には親子が激 しく対立してい

るような組み合わせは見られなかった。インタビュー

調査に協力 してくれるのは、親子関係が良好であるか、

親子が対立している問題を抱えているとしても結合性

が高い親子が多いのかも知れない。その意味で、本研

究の方法は不十分であったと考える。今後は方法を検

討 し直 し、もっと多様な養育態度や家族関係の親子を

対象とした調査が必要である。

本研究で明らかになった内容は、学校現場での生徒

指導、進路指導等あらゆる場面で実践に活かすことが

できるものであると思 う。教員は親の養育態度や親子

関係に配慮をして、支援する必要がある。

また、今回の調査では、親 と子どもを対にして、双

方の視点から検討できた点で意義があると思 う。しか

し実際には、親の期待の伝達には、親子以外の人、例

えば、きょうだい ・祖父母などの家族、教師 ・友人等

周辺の人々、環境も関わっていた。そのため親子のみ

の調査では把握 しきれない課題が多く残されている。

今後は、家族全員の視点から親の期待を見ることが必

要であろう。また、親の期待も子どもの目標も家族関

係の質も固定したものではなく、時とともに変動する

ことが予測される。そのため、今後は縦断的に研究を

行うことも必要であろう。
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